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「教育実践年報」第10号の発行に寄せて

附属教育実践センター長　　　　　
日　置　英　彰

　本年度学校教育臨床総合センターは、教育実践センターへと改称し大幅な改組をおこないました。地域の教

育機関とさらに連携を深め、教師を目指す学生の実践的な教育から、現職教員の資質能力の向上、課題解決の

サポートまでをトータルに支える中核施設として更なる発展を目指しています。その記念イベントとして、令

和３年１月に「一丸となって取り組む道徳科」と題したキックオフシンポジウムを開催しました。群馬県内各

地域の道徳への優れた取組や、教員の意識改革等の取組などについて、校長、教頭、道徳推進教師、担任、行

政関係者といった様々な立場から実践成果等が報告されました。本誌では特集としてこのシンポジウムの内容

を詳しく紹介しております。道徳教育をより一層推進するための参考になれば幸いです。

　本学共同教育学部では、学部の授業と教育現場での実践の有機的な結合に努力しており、大学１年次から４

年次まで一貫した「学部・学校現場往還型カリキュラム」を構築、実施しています。このカリキュラムは本学

の大きな特色のひとつですが、本年度はコロナ禍で大変難しい状況での実施となりました。実習期間の多少の

縮小はありましたが、幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校では100％の学校で、高等学校でもほぼ全ての

学校で実習生を受け入れていただきました。教育実習は実施せず代替措置を講じた大学もあるなか、本学が教

育実習実現にこぎ着けたのは各教育委員会、各実習受入校の多大なるご協力の賜物です。この場を借りて深く

感謝申し上げます。本誌の「教育実践センターとしての取組」において、実習における感染防止対策の指導、

コロナ禍での教育実習に関する受入校のアンケート結果などを詳しく報告しております。未だ感染が終息して

いないことから、来年度の教育実習にむけて大いに参考になることと思います。

　「論考」では本学教職大学院の佐藤浩一先生に３年次の教育実習を終えた学生を対象に質問紙調査を行った

結果の分析と、それに基づいた提言をご寄稿いただきました。また、教育課程に関する実践報告を当センター

吉田浩之教授が寄稿しております。学生を受け入れていただいております学校現場の先生方にもたいへん有益

なものであります。

　さらに、学校現場の若い先生方に向けたメッセージをお贈りする「若い教師を育てるワンポイントアドバイ

ス」のコーナーでは、本学共同教育学部の今井就稔先生（社会科教育講座）、山田敏幸先生（英語教育講座）、

島孟留先生（保健体育講座）にご執筆いただきました。

　当センターは改組を機に学校現場での教育課題の解決に長年携わってきた上原永次教授、高橋智美准教授、

日暮利明准教授、内田誠准教授の４名の実務家教員を新たに配置しました。本誌に自己紹介を掲載しておりま

すのでご覧ください。

　当センターでは、本年度から新しい事業をいくつか立ち上げております。そのひとつが卒業後の数年間、教

員としての順調なスタートを支援するためのプログラム「はばたきプロジェクト」です。本年度３月末から始

まります。概要については本誌「教職キャリア部門からの報告」をご覧ください。また、フェイスブックを活

用した道徳ブログや、メールマガジンを通してさまざまな情報発信も行っておりますので是非ご登録ください。

地域と群馬大学共同教育学部を結ぶ役割を一層効果的に担えるよう努力して参りますので今後とも変わらぬご

支援を賜りますようお願い申し上げます。



発行に寄せて

特　　集　■　道徳「キックオフ・シンポジウム」………………………………1

報　　告　■　教育実践センターとしての取組
　○『群馬大学教育実践研究』第 38 号発行にあたって…………………………………… …16
　○各部門から………………………………………………………………………………… …18
　　・教育実践開発部門……………………………………………………………………… …74
　　・教職キャリア部門……………………………………………………………………… …75
　　・教育臨床心理部門……………………………………………………………………… …78
　○学部・附属学校連携推進室
　　・子どもサポート活動について………………………………………………………… …79
　　・FD活動について………………………………………………………………………… …80
　　・附属学校の取組について……………………………………………………………… …82
　　・附属学校園から………………………………………………………………………… …83

論　　考　■
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感
	 佐藤　浩一… …… …85

実践報告　■
特色ある教育課程の実践（高知市立旭小学校）	 江渕　弘明・吉田　浩之	………92

発　　信　■　若い教師を育てるワンポイントアドバイス
《教科指導Ｑ&Ａ》	
インターネット上のデジタル資料館を使ってみよう	 今井　就稔	…… 102
「こんな勉強して何になるの？」の声に寄り添おう！	 山田　敏幸	…… 104
学校体育の可能性を考える：共感性の育成を目指して	 島　　孟留	…… 106

新任スタッフの紹介
着任にあたって	 上原　永次	…… 108
着任にあたって	 髙橋　智美	…… 109
着任にあたり〜教育現場を最前線で支える基地の一員としての抱負〜
	 日暮　利明	…… 110
学生に伝えたい３つのこと	 内田　　誠	…… 111

教育実践年報

第10号

2021.3

も　く　じ



特　集

キックオフシンポジウム
「一丸となって取り組む道徳科」報告

日　置　英　彰・ 久　保　信　行・上　原　永　次

　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	1	――	1	―



―	2	―



　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	3	―



―	4	―



　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	5	―



―	6	―



　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	7	―



―	8	―



　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	9	―



―	10	―



　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	11	―



―	12	―



　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	13	―



―	14	―



　特集　キックオフシンポジウム
一丸となって取り組む道徳科

―	15	―



　教育実践センターとしての取組（１）

「群馬大学教育実践研究 38号」発刊にあたって
紀要編集委員長　霜　田　浩　信

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	16	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	17	―



　教育実践センターとしての取組（２）
教育実践開発部門

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	18	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	19	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	20	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	21	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	22	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	23	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	24	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	25	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	26	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	27	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	28	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	29	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	30	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	31	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	32	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	33	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	34	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	35	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	36	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	37	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	38	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	39	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	40	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	41	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	42	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	43	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	44	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	45	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	46	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	47	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	48	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	49	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	50	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	51	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	52	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	53	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	54	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	55	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	56	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	57	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	58	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	59	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	60	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	61	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	62	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	63	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	64	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	65	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	66	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	67	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	68	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	69	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	70	―



　教育実践センターとしての取組（３）
教育実践開発部門

＜学び合う仲間による教員研修リレー講座＞

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	71	―



　教育実践センターとしての取組（４）
教育実践開発部門

＜教育研修員・研究協力員の募集＞

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	72	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	73	―



　教育実践センターとしての取組（５）
教育実践開発部門

＜センター協議会参加報告・資料室利用状況＞

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	74	―



　教育実践センターとしての取組（６）
教職キャリア部門

＜初任者教員事前研修（通称：はばたきプロジェクト）の実施について＞

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	75	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	76	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	77	―



　教育実践センターとしての取組（７）
教育臨床心理部門

＜活動紹介＞

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	78	―



　教育実践センターとしての取組（８）
子どもサポート活動推進委員会

＜子どもサポート活動について＞
委員長　坂　西　秀　昭

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	79	―



今日的要請に対応する学部・附属学校園連携による
実践的な FD活動の推進

　教育実践センターとしての取組（９）
教員養成FD活動推進委員会

＜ FD活動について＞

委員長　安　藤　哲　也

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	80	―



報　　告
教育実践センターとしての取組

―	81	―



委員長　吉　田　秀　文

　教育実践センターとしての取組（10）
学部・附属学校共同研究推進委員会

附属小学校における取組～提案授業・授業研究会～

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	82	―



附属幼稚園から

附属幼稚園　仙　田　　　徹

附属小学校から

附属小学校　針　谷　尚　志

報　　告
教育実践センターとしての取組

―	83	―



附属中学校から

附属中学校　　木　村　謙太郎

附属特別支援学校から

附属特別支援学校　橋　本　和　也

論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	84	―



論　考

教育実習におけるリフレクションや周囲からの
支援と教師としての成長感
― 2019年度教育実習（Ａ実習・Ｂ実習）に関する調査結果報告 ― 　

教職リーダー講座　佐　藤　浩　一

〈群馬大学教育実践年報第 10号　2020 年〉

論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	85	―



論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	86	―



論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	87	―



論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	88	―



論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	89	―



論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	90	―



論　　考
教育実習におけるリフレクションや周囲からの支援と教師としての成長感

―	91	―



実践報告

特色ある教育課程の実践
「主役は子ども　特別活動で学校を楽しく」

高知県高知市立旭小学校　江　渕　弘　明
群馬大学共同教育学部　吉　田　浩　之

実践報告
特色ある教育課程の実践

―	92	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	93	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	94	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	95	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	96	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	97	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	98	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	99	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	100	―



実践報告
特色ある教育課程の実践

―	101	―



教科指導Ｑ＆Ａ
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

インターネット上のデジタル資料館を使ってみよう

社会科教育講座　今　井　就　稔

発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

―	102	―



発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

―	103	―



教科指導Ｑ＆Ａ
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

「こんな勉強して何になるの？」の声に寄り添おう！
大学での学び（理論）と現場での教育（実践）の往還

英語教育講座　山　田　敏　幸

発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

―	104	―



発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

―	105	―



小学校

高等学校

教科指導Ｑ＆Ａ
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

学校体育の可能性を考える：共感性の育成を目指して

保健体育講座　島　　　孟　留

発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

―	106	―



発　　信
若い教師を育てるワンポイントアドバイス

―	107	―



教育実践センター

着任にあたって
教育実践センター　上　原　永　次

新任スタッフの紹介

―	108	―



教育実践センター

着任にあたって
教育実践センター　髙　橋　智　美

新任スタッフの紹介

―	109	―



教育実践センター

着任にあたり～教育現場を最前線で支える基地の一員としての抱負～
教育実践センター　准教授　日　暮　利　明

新任スタッフの紹介

―	110	―



教育実践センター

学生に伝えたい 3つのこと
教育実践センター　准教授　内　田　　　誠
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群 馬 大 学

第10号　2020年

教育実践年報

特集■道徳「キックオフ・シンポジウム」

報告■教育実践センターとしての取組
　○『群馬大学教育実践研究』第38号発行にあたって

　○各部門から

　　・教育実践開発部門

　　・教職キャリア部門

　　・教育臨床心理部門

　○学部・附属学校連携推進室から

　　・子どもサポート活動について

　　・FD活動について

　　・附属学校の取組について

　　・附属学校園から

論考■教育実習におけるリフレクションや
　　　周囲からの支援と教師としての成長感
　―2019年度教育実習に関する調査結果報告―

実践報告■特色ある教育課程の実践（高知市立旭小学校）

発信■若い教師を育てるワンポイントアドバイス
インターネット上のデジタル資料館を使ってみよう 今井　就稔

「こんな勉強して何になるの？」の声に寄り添おう！ 山田　敏幸

学校体育の可能性を考える：共感性の育成を目指して 島　　孟留

新任スタッフの紹介

附属教育実践センター
〒371－8510  前橋市荒牧町四丁目２番地
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